
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

10・11
①《特集》アゴラ連載100回 改めて問う「集う場」の意味
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「ケアの倫理」って？ 
「連載150回」記念企画＆インタビュー

⑭《この人に》 
尾上 浩二さん （障害者インターナショナル日本会議 副議長）

⑯《V時評》
大音響の衝撃、駅で考えたこと

⑰《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 
とむらいのコミュニティ 
―死を通して、生きるを考える
秋田 光彦（浄土宗應典院住職、大蓮寺老僧）

⑱《東日本大震災 福島発～現地から伝える「被災地の今」》  

消滅危機のふるさとで「人をつなぐ場」に　
再開を決めた老舗旅館
掃部 郁子（フリーランスライター、NPO法人うつくしまブランチ 理事）

⑲《市民活動川柳》
第１回入選作発表

⑳《NPOのための ほっこり法律相談》
要配慮個人情報―ＮＰＯの現場での扱い方
 樽本 哲（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表） 

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《アゴラ／ライブラリー》
いくPAの図書室～ふくろうの森～／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 
奥田 育実 さん（ひまわりアート実行委員会 代表）

※「現場は語る～コーディネートの現場から」は休載しました

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな
い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」
「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

を読む会 次回開催は2026年11月20日（金）12：10～12：55の予定です！

通巻569号 2026

特集チーム：華房 ひろ子、増田 宏幸、松村 圭一郎、村岡 正司、百瀬 真友美



特集チーム：華房 ひろ子、増田 宏幸、松村 圭一郎、村岡 正司、百瀬 真友美

アゴラ連載100回

改めて問う「集う場」の意味
本誌は2002年以来、「人々の集う場」を紹介する記事を掲載してきた。本誌は2002年以来、「人々の集う場」を紹介する記事を掲載してきた。

02年４月号～09年１・２月号の「本誌が選ぶ３つ星なお店」（計57回）に続き、02年４月号～09年１・２月号の「本誌が選ぶ３つ星なお店」（計57回）に続き、
09年４月号からは「アゴラ」をタイトルに冠し、店舗以外にも対象を広げて連載。09年４月号からは「アゴラ」をタイトルに冠し、店舗以外にも対象を広げて連載。

今号で100回の節目を迎えた。今号で100回の節目を迎えた。
各地でこうした「場」が生まれ、必要とされるのはなぜなのか。各地でこうした「場」が生まれ、必要とされるのはなぜなのか。

100回を機に、過去に紹介した「場」を再訪し、100回を機に、過去に紹介した「場」を再訪し、
現代のアゴラが持つ意味や可能性を改めて考えた。現代のアゴラが持つ意味や可能性を改めて考えた。
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「
３
つ
星
」
か
ら
「
ア
ゴ
ラ
」
へ　
１
０
０
回
の
系
譜

「
Ａｇ
ｏｒａ（
ア
ゴ
ラ
）」
の
第
１
回
は
２
０

０
９
年
４
月
号
。
ス
タ
ー
ト
時
の
タ
イ
ト
ル

は
「
お
し
ゃ
べ
り
ア
ゴ
ラ
」
だ
っ
た
。

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
は
03
～
04
年
、
市

民
活
動
と
政
治
と
の
関
係
を
考
え
る
講
座「
市

民
と
政
治
を
考
え
る『
お
し
ゃべ
り
ア
ゴ
ラ
』」

を
開
催
し
て
お
り
、ア
ゴ
ラ
の
内
容
を
検
討
し

て
い
る
時
に
「
あ
れ
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
に

し
て
み
た
ら
？
」
と
い
う
意
見
が
出
た
こ
と
が

編
集
委
員
会
の
議
事
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

ア
ゴ
ラ
に
は
〝
前
身
〟
と
い
え
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
っ
た
。
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
の
源
泉

部
、
字
句
修
正
を
加
え
た
）。

・�

市
民
自
治
の
講
座
を
や
っ
て
い
て
気
づ
い

た
の
は
、
ヒ
ロ
バ
系
、
た
ま
り
場
系
、
そ

う
し
た
場
所
の
必
要
性
。

・�

そ
う
い
う
ヒ
ロ
バ
を
紹
介
す
る
と
い
う
趣

旨
の
ペ
ー
ジ
で
ど
う
だ
ろ
う
。

・�

３
つ
星
で
は
「
主
宰
者
の
意
見
」
は
書
い

て
い
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
ど
う
な
の
か
。
そ
の
意
見
が
な
い
。

・�（
具
体
的
に
は
）
拠
点
や
場
。
自
治
会
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
。
空
き
店
舗
、

地
域
の
場
。

・�

そ
う
い
う
場
に
あ
る
物
語

を
紹
介
す
る
。
拠
点
を
作

り
出
す
物
語
。
維
持
す
る

物
語
。

ア
ゴ
ラ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
都
市
国
家
に
つ
く
ら
れ
た

広
場
で
、
政
治
・
経
済
に
ま

た
が
っ
て
市
民
生
活
の
中
心

を
な
し
た
。「
お
し
ゃ
べ
り

ア
ゴ
ラ
」
の
第
１
回
～
第
29

回
に
は
毎
回
「
人
々
が
出
会

い
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、

創
造
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
湧

と
な
る
「
場
」
を
紹
介
す
る
「
本
誌
が
選
ぶ

３
つ
星
な
お
店
」（
途
中
２
回
の
改
題
を
経
て

「『
ウ
ォ
ロ
』
が
選
ぶ
３
つ
星
」）
で
、
02
年
４

月
号
か
ら
ア
ゴ
ラ
に
代
わ
る
ま
で
計
57
回
、

居
酒
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
本
屋
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ア
ゴ
ラ
は
「
３
つ
星
」
を
発
展
的
に
解
消
し

た
新
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
当

時
の
議
事
録
に
は
今
に
つ
な
が
る
誌
面
の
性

格
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
も
は
や
記
憶
に
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
声
だ
（
一

き
出
る
『
現
代
の
ア
ゴ
ラ
』
を
紹
介
し
ま

す
」
と
の
紹
介
文
が
入
っ
て
い
る
。

「
お
し
ゃべ
り
」
が
取
れ
て
現
在
の「
Ａｇ
ｏ

ｒａ
～
市
民
が
集
う『
い
つ
も
の
場
所
』」
に
な

っ
た
の
は
、
ウ
ォ
ロ
が
隔
月
刊
化
し
た
14
年

４
・
５
月
号
の
第
30
回
か
ら
。
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
は
そ
れ
ま
で
の
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
か
ら
だ

い
ぶ
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
が
、
人
々
が
集
ま
る

「
場
」の
奥
行
き
、そ
れ
を
つ
く
っ
た
人
の
熱
い
、

あ
る
い
は
静
か
な
、
で
も
強
い
意
志
、
そ
こ

で
の
出
会
い
が
も
た
ら
す
変
化
と
、
生
ま
れ

出
る
新
た
な
価
値
…
…
と
い
っ
た
、
記
事
の

エ
ッ
セ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
。

紹
介
し
た
１
０
０
回
（
３
つ
星
を
含
め
る

と
１
５
７
回
）
の
中
に
は
、
今
は
閉
ま
っ
て

い
た
り
、
状
況
が
不
明
だ
っ
た
り
す
る

「
場
」
も
あ
る
。
し
か
し
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
ひ
も
と
け
ば
、
そ
の
時
、
そ
こ
に
確
か
に

存
在
し
て
い
た
熱
量
に
ま
た
出
合
え
る
。
時

は
移
り
人
は
変
わ
っ
て
も
、「
ア
ゴ
ラ
」
な

る
場
は
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。

�

編
集
委
員　
増
田 

宏
幸

情
報
協
力

岡
村 

こ
ず
恵
さ
ん（
甲
南
大
学
特

任
准
教
授
、元
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
）

地
域
に
息
づ
く
「
創
造
的
な
拠
点
」
の
物
語

「アゴラ」掲載店（2026年
8月時点で「活動中」と確認で
きたもの）はQRコードから
閲覧できます。
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「
あ
れ
を
と
っ
て
、
そ
れ
で
は
な
い
、
あ
れ
。

と
い
う
よ
う
な
家
の
中
の
や
り
と
り
が
、
地

震
以
来
、
力
を
取
り
戻
し
た
。
身
ぶ
り
は
さ

ら
に
重
要
だ
。
被
災
地
で
は
そ
れ
ら
が
主
に

お
互
い
の
や
り
と
り
に
な
る
。（
中
略
）身
ぶ

り
手
ぶ
り
で
伝
わ
る
遺
産
の
上
に
私
た
ち
は

未
来
を
さ
が
す
他
は
な
い
…
…
」（
朝
日
新
聞

２
０
１
１
年
３
月
31
日
夕
刊
、
鶴
見
俊
輔『
身
ぶ

り
手
ぶ
り
か
ら
始
め
よ
う
』
よ
り
）

時
を
も
て
る
場
と
し
て
機
能
し
た
。
現
在
も

毎
月
25
日
の
午
後
、
寺
の
座
敷
を
会
場
に
ほ

と
ん
ど
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。

門
前
の
案
内
板
を
見
た
人
が
喫
茶
店
と
間
違

え
て
訪
ね
る
こ
と
も
あ
る
が
、
温
か
く
迎
え

入
れ
話
の
輪
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
。

徳
正
寺
は
桃
山
時
代
の
１
５
９
３
年
、現
在

の
中
京
区
に
創
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
徳
川
家

康
に
よ
る
二
条
城
築
城
に
際
し
京
都
の
中
心

地
、下
京
区
四
条
富と

み
の
小こ

う
路じ

下
ル
に
移
転
し
た
。

「
先
々
々
代
住
職
の
祖
父
は
、み
ず
か
ら
ア

マ
チ
ュ
ア
劇
団
を
率
い
た
演
劇
人
で
も
あ
り

ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
公
演
で
京

井
上
迅じ

ん
さ
ん
が
市
民
の
座
談
の
会
「
ブ
ッ

ダ
・
カ
フ
ェ
」
を
始
め
て
か
ら
26
年
５
月
で

15
年
が
た
っ
た
。
生
家
で
あ
る
真
宗
大
谷
派

の
寺
院
、
徳
正
寺
と
親
交
の
深
か
っ
た
哲
学

者
の
鶴
見
さ
ん
が
書
い
た
、
前
出
の
記
事
か

ら
示
唆
を
得
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
当
初
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
を
逃
れ
、

京
都
に
移
住
し
た
避
難
者
家
族
や
支
援
者
が

「
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
」対
話
を
し
、
安
ら
ぎ
の

都
に
来
た
文
学
座
や
劇
団
民み

ん
藝げ

い
、
俳
優
座
な

ど
の
役
者
さ
ん
を
寺
で
世
話
し
た
り
、
皆
が

祖
父
を
慕
っ
て
出
入
り
し
た
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
」

現
在
は
住
職
を
継
ぎ
、
ま
た
扉と

び
ら野の

良ら

人び
と

の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
執
筆
や
詩
作
、
出
版
も
手
が

け
る
迅
さ
ん
は
ふ
り
か
え
る
。
父
の
先
代
住

職
、
等
さ
ん
は
、
日
本
画
家
の
秋
野
不ふ

矩く

さ

ん
の
五
男
で
陶
芸
家
だ
っ
た
。
母
の
章し

ょ
う子
さ

ん
も
か
つ
て
書
店
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
企
画
に

携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
芸
術
家
や
漫
画
家
、

出
版
人
と
の
交
流
圏
を
広
げ
た
。

祖
母
や
両
親
の
多
彩
な
交
友
が
き
っ
か
け

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年 「
対
話
と
交
流
」
今
も

ブ
ッ
ダ
・
カ
フ
ェ
＠
徳
正
寺

事 例
1

▷ブライス多佳子さん（初回から参加)
仏教寺院でありながら芸術家、思想家、
表現者が集う前衛的な場。集った人同士
で過去の事象をシェアし、希望の未来へ
とつなぐ場。生家にも感じる懐かしさや、
多くの人たちに開かれた寛容さをもつ場。

▷小吹修三さん（初回から参加)
宗教的な場でありながら閉鎖的ではな
く、それぞれが生きた時代や地域を越え
て思考が開かれていくところ。どんな人
でも垣根なく受け入れる雰囲気。

▷中野麻理子さん（2021年12月から参加)
流れのまま急ぐことなく、一つひとつの
言葉とじっくり向き合いながら話ができ
る場。いろんな考え方に触れる機会が得
られ、多角的に物事を見る視点を養える
場。自分のありのままの思いを言葉にす
ることを、安心感をもって行える場。

問 あなたにとって徳正寺 
（ブッダ・カフェ）とは？

ブッダ・カフェの�
常連さんたちに聞きました

ブッダカフェの様子（右奥は井上迅さん）

秋野不矩さんの作品をバックに、左から秋野不矩さん、鶴見俊輔さん、
ガロ編集長の長井勝一さん、長井さんのパートナーの香田明子さん、
今江祥智さん＝1990年ごろ撮影（井上迅さん提供）

特　集　アゴラ連載100回 改めて問う「集う場」の意味
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「うぉろ君の気にな～るゼミナ～ル」連載150回記念特別企画「うぉろ君の気にな～るゼミナ～ル」連載150回記念特別企画

「
ケ
ア
の
倫
理
」
は
、
特
定
の
文
脈
や
関
係

性
を
注
視
し
よ
う
と
す
る
倫
理
で
あ
る
。
発

達
心
理
学
者
キ
ャ
ロ
ル
・
ギ
リ
ガ
ン
著
『
も

う
ひ
と
つ
の
声
で
』（
１
９
８
２
年
）が
そ
の
嚆こ
う

矢し

と
な
っ
た
。
善
悪
の
判
断
基
準
が
成
長
と

共
に
発
達
す
る
と
考
え
る
心
理
学
が
男
性
基

準
で
あ
る
た
め
に
、
女
性
の
道
徳
性
の
発
達

が
男
性
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
、
彼
女
は
疑
問
を
呈
し
た
。

じ
っ
さ
い
、
彼
女
以
前
の
心
理
学
は
、
調

査
対
象
も
依
拠
す
る
思
想
家
も
男
性
に
限
ら

れ
、
女
性
は
原
則
の
逸
脱
と
み
な
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
根
底
に
は
、
人
間
の
発
達
を
他
者

（
保
護
者
）
か
ら
の
独
立
や
分
離
と
同
一
視
す

る
人
間
観
と
、
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
適
用
可
能

な
普
遍
的
な
価
値
を
重
視
す
る
正
義
観
が
存

在
し
て
い
た
。

当
時
合
法
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
絶
の
決

断
に
悩
む
女
性
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
ギ

リ
ガ
ン
は
、
権
利
や
独
立
よ
り
も
、
他
者
の
ニ

ー
ズ
へ
の
応
答
責
任
や
関
係
性
を
め
ぐ
り
道

徳
問
題
を
考
え
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
」
倫
理
、

つ
ま
り
ケ
ア
の
倫
理
を
発
見
す
る
。

ケ
ア
の
倫
理
は
そ
の
後
、
哲
学
や
政
治
学

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
他
者
へ
の
ケ
ア

は
歴
史
的
に
女
性
が
多
く
担
わ
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
ケ
ア
実
践
は
、
男
性
中
心
の
人
間

観
と
、
ケ
ア
を
軽
視
す
る
政
治
を
大
転
換
さ

せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
だ
。

「
ケ
ア
の
倫
理
」っ
て
？

 Vol.
150

同
志
社
大
学
大
学
院

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授

岡
野 

八
代

ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー
（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

11 2026年 ウォロ10・11月号（通巻569号）
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第76回

大規模災害時の
広域避難と居住の復興
須沢 栞著
慶応義塾大学出版会、
2026年2月
4400円（税込み）

東 日本大震災（2011年3
月）では福島第一原発

事故で多くの住民が全国各地
に避難した。岩手県でも、津
波に遭った沿岸部から多くの
被災者が県都盛岡市など内陸
部に広域避難した。もともと
過疎が進む被災地では、震災
で生活基盤を失った人たちの
内陸部へ移住する傾向はより
強まっている。

盛岡市では、みなし仮設住
宅などで避難生活をした被災
者のうち「戻る」は2割半～3
割、別の場所に「移る」が1割
強で、約半数は「留

とど
まる」を

選んだ。
「留まる」場合は、資力があ

って「持ち家」を確保した人が

いる一方、資力に乏しく「借
家」を選んだ人たちもいて、
その生活支援が大きな課題と
なった。

第1部は、広域避難において、
避難元と避難先の自治体が異
なることなどから複雑化した
被災者支援制度の問題点を分
析した。例えば、被災者に支援
制度の情報が伝わらず、選べ
たはずの生活再建の経路を失
った、支援制度の多くが避難
元の自治体にひもづき、避難
先での定住を希望すると制度
が使えなかった、などである。

第2部は、盛岡市で避難者
支援を担った一般社団法人
SAVE IWATEの活動が中心
である。発災4カ月前の「全

国町並みゼミ盛岡大会」で市
との協働関係を築いたまちづ
くり団体が発災直後に結成。
市の業務委託を受けて「もり
おか復興支援センター」を運
営し（26年3月活動終了）、避
難者1009世帯の情報を市
と共有。十数名の生活支援相
談員が生活相談、見守り、内
陸型災害公営住宅の入居や被
災地への帰還を支援した。

17年から現地調査に入り、
能登半島地震（24年1月）の石
川県内における広域避難の実
態も加筆した。広域避難は、今
後の大規模災害でも起こりう
る。そのために何をすべきかを
実証的に提言した著作である。

編集委員　神野 武美

い
く
P‌

A
の
図
書
室 

～
ふ
く
ろ
う
の
森
～

大
阪
市
生
野
区
の
御み

幸ゆ
き

森も
り

小
学
校
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
多
文
化

共
生
の
拠
点
「
い
く
の
パ
ー
ク
」
の
一
角
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ｏ
・
多
文
化
ふ
ら
っ
と
が
運
営
す
る
図
書
室
「
ふ
く
ろ
う
の
森
」

が
あ
る
。
２
０
２
２
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
図
書
室
の
扉

を
開
け
る
と
、
ド
ー
ム
型
の
秘
密
基
地
の
よ
う
な
木
造
の
書
架
が

出
迎
え
て
く
れ
る
。
日
本
語
の
絵
本
や
児
童
書
な
ど
の
他
、
ベ
ト

ナ
ム
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、ベ
ン
ガ
ル
語
…
…
な
ど
27
言
語
１
２
０
０

冊
の
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
―

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
文
庫
」
が
目
に

と
ま
る
。

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
・
多
文
化
ふ
ら
っ
と
は
（
公
財
）
日
本
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
が
資
金
分
配
団
体
に
な
っ
て
い
る
休
眠
預
金
活
用
事
業
を

通
じ
て
、
住
友
商
事
㈱
の
プ
ロ
ボ
ノ
支
援
を
受
け
て
い
る
。
Ｔ
ｏ

ｍ
ｏ
―
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
文
庫
は
、
同
社
の
海
外
駐
在
員
か
ら
現
地
の
本
を

集
め
、
図
書
室
へ
寄
贈
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
か
ら
誕
生
し
た
。

運
営
の
多
く
は
「
森
番
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

担
い
、
地
域
の
お
と
な
と
し
て
こ
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
。

森
番
さ
ん
が
企
画
し
、
年
数
回
開
催
し
て
い
る
の
が
多
言
語
の
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
だ
。
26
年
7
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
語
、
韓
国
・
朝

鮮
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
で
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
。
生
野
区
は
韓

国
・
朝
鮮
ル
ー
ツ
の
住
民
が
多
い
が
、
最
近
は
他
の
ア
ジ
ア
の
国

を
ル
ー
ツ
に
持
つ
住
民
も
増
え
て
い
る
。
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な

小
さ
な
こ
ど
も
と
そ
の
母
親
が
言
葉
を
習
得
す
る
た
め
に
立
ち
上

げ
た
日
本
語
ク
ラ
ス
は
、
母
子
の
居
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

ふ
く
ろ
う
の
森
の
理
念
は
「
だ
れ
も
が
こ
こ
で“
ほ
っ
と
”で
き

る
場
所
」「
だ
れ
も
が“
そ
の
ま
ま
で
い
て
”い
い
場
所
」。
多
言
語

の
絵
本
を
置
い
て
い
る
の
も
「
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て
く
れ
て
う

れ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
だ
。
取
材
中
も
常
連
さ
ん

の
お
と
な
と
こ
ど
も
、
森
番
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い
た
。

多
文
化
ふ
ら
っ
と
ス
タ
ッ
フ
の
藤
井
和
代
さ
ん
、
橋
本
真
菜
さ

ん
は
「“
◯
◯
人
だ
か
ら
◯
◯
だ
”と
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
見
る
の
で
は

な
く
、
日
々
の
関
わ
り
の
中
か
ら“
◯
◯
さ
ん
と
い
う
個
人
”に
出

会
え
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
が
な
け
れ
ば
出
会
え
な

か
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
」
と
語
る
。

�

編
集
委
員
　
久
保 

友
美

ア ゴ ラ

第100回

ドーム型の秘密基地のような書架

いくPAの図書室 ～ふくろうの森～
大阪市生野区桃谷5丁目5-37いくのコーライブズパークA棟1階
電　　話　06―6741―1123
開室時間　火・金曜日…14：00〜17：00
　　　　　土・日曜日…10：00〜17：00

ゆったりと過ごせる室内

複数の言語で書かれた図書室の利用説明

「ふくろうの森」入り口に置かれた案内

多言語の本が並ぶTomo-Tomo文庫

23 2026年 ウォロ10・11月号（通巻569号）


